平成22年度　ミニ講座
「行政とNPOの協働のあり方について」
実施要領

　
　これからの地域分権を考えるうえで、住民との協働とは切り離せないテーマであり、各自治体で様々な取組みが進められています。地域住民が行政に依存するのではなく、自ら考え、行動し、行政とパートナーシップを図るためには、解決しなければならない問題が地域ごとにあります。
　今回の講座では相模女子大学人間社会学部社会マネジメント学科　教授の松下　啓一先生をお招きし、住民協働とは何かといったことから行政とNPOの関わり方などについてお話いただきます。

　また、事例研究としまして、NPOを育成し、地域住民による積極的な施策の支援をおこなっている福岡市の取組みと、愛知県一宮市の活動を参考に行政とNPOの協働のあり方について考えることを目的に本講座を実施します。

１．実施日時　　  平成２３年２月２４日(木)　午後１時30分～午後５時00分　　

２．場　所　　 大阪府社会福祉会館

　　　　　　　　　 住所：大阪市中央区谷町７－４－１５　５階　５０１ホール
３. 対 象 者　   ①府内市町村職員

　　　　　　　　　 ②テーマに関心のある方
４．募集人数　　 200名程度
５．参加費用　　 無　料
６．申込締切日　　         平成２３年２月１６日（水）
７．プログラム
（１）基調講演（午後１時30分～午後２時50分）　　

　　　　○行政とNPOの協働のあり方について【80分】
　　　　　相模女子大学　人間社会学部社会マネジメント学科　教授　松下　啓一　氏
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（２）事例研究（午後３時00分～午後4時20分）　

事例１【30分】

　　　○福岡市の取組みについて
　　　　　　　「ＮＰＯと市がともにはたらくプロジェクト福岡市共働事業提案制度」

福岡市　市民局コミュニティ推進部　市民公益活動推進課　
主査　藤井　ひろ子　氏

事例２【50分】

○一宮市の取組みについて
「１％支援制度と138ＮＰＯの活動」
　　　　　　　　 一宮市  企画部地域ふれあい課 
                 川合　信嘉　氏
　　　　　　　 特定非営利活動法人　志民連いちのみや
　　　　　　　　 理事長　星野　博　氏

（３）質疑応答（午後４時20分～午後４時50分）【30分】
（４）松下先生によるまとめ（午後４時50分～午後５時00分）【10分】
８、申込み方法　　研修研究情報システムまたはマッセOSAKAのホームページ（http://www.masse.or.jp/）の「セミナー申込はこちら」欄からお申込みください。また、携帯電話からのお申込みについては、下記のＱＲコードをご利用ください。
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· 定員の都合上、フォーラムに参加いただけない場合は２月21日(月)までにご連絡いたします。
９．問い合わせ先

　　　　○マッセＯＳＡＫＡへの問い合わせ

　　　　　おおさか市町村職員研修研究センター（マッセＯＳＡＫＡ）研究課　

　　　　　TEL：06－6920－4565　FAX：06－6920－4561

          e-mail:center-tr@masse.or.jp

住民協働とは


行政とNPOの関わり方について





一般用ＱＲコードはこちらです。





行政職員用ＱＲコードはこちらです。








